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根
府
川
駅
は
小
田
原
か

熱
海
に
向
か
っ
て
二
つ
目

の
駅
。
無
人
駅
を
降
り
少

し
山
側
の
坂
を
上
る
と
東

側
に
相
模
湾
が
開
け
る
。

遠
く
に
伊
豆
の
大
島
が

霞
ん
で
い
る
。
こ
の
日
は

噴
煙
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

両
側
に
険
し
い
崖
の
あ

る
谷
に
赤
い
鉄
骨
を
三
角

に
組
ん
だ
ト
ラ
ス
と
い
う

構
造
の｢

白
糸
川
橋
梁｣

が

見
え
る
。

一
九
二
二
年
に
完
成
し

た
が
、
そ
の
翌
年
、
関
東

大
震
災
で
山
が
崩
壊
。
土

石
流
で
壊
滅
的
な
被
害
。

河
口
付
近
は
入
り
江
に
な
っ

て
い
た
が
埋
ま
っ
た
と
云

う
。そ

の
後
、
橋
は
再
建
さ

れ
た
。
鉄
骨
は
赤
く
塗
装

さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
一
年
に
か
な
が

わ
の
橋
百
選
に
選
ば
れ
、

二
〇
一
九
年
に
は
丹
那
ト

ン
ネ
ル
と
共
に｢

旧
熱
海

線
鉄
道
施
設
群｣

と
し
て

土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産

に
選
ば
れ
て
い
る
。

白
糸

川

橋
梁
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神
奈
川
県
小
田
原
市
根
府
川

二
〇
二
二
年
十
一
月

今
月
第
三
週
、
第
四
週
は
休
刊
し
ま
す
。

過
疎
の
村
を
何
と
か
興

そ
う
と
し
た
話
題
が
次
々

と
テ
レ
ビ
に
出
て
い
る
。

い
す
み
鉄
道
は
房
総
半

島
の
中
央
を
走
る
。
そ
こ

で
は
頭
に
電
車
の
か
ぶ
り

物
を
被
り
駅
弁｢

た
こ
飯｣

を
売
る
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
。

中
越
地
震
の
被
災
地
、

山
古
志
村
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
仮
想
空
間=

メ
タ

バ
ー
ス
に
村
を
再
現
。

地
方
自
治
体
は
過
疎
化

を
何
と
か
し
よ
う
と
懸
命

の
努
力
。
都
会
の
過
密
も

問
題
。
高
層
ア
パ
ー
ト
で

は
子
供
達
が
一
人
で
外
に

出
ら
れ
ず
、
隣
近
所
の
子

と
も
遊
べ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
に

取
組
む
国
の
姿
が
見
え
な

い
。コ

ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
機
能
す
る
事
が

確
か
め
ら
れ
た
。
一
部
の

人
は
地
方
に
移
住
。
自
然

に
恵
ま
れ
た
環
境
で
子
育

て
し
、
ネ
ッ
ト
で
何
で
も

買
う
こ
と
が
出
来
る
と
。

で
も
、
遠
方
や
離
島
か

ら
宅
配
便
を
頼
む
と
、
余

分
の
費
用
が
必
要
。

鉄
道
は
赤
字
を
理
由
に

次
々
と
廃
止
。
こ
れ
で
は

地
方
に
移
り
に
く
い
。

鉄
道
線
路
は
国
道
に

今
、
地
方
で
は
一
人
に

一
台
の
車
が
当
た
り
前
。

そ
れ
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
が
悪
く
地
球
温
暖
化
対

策
に
逆
行
。

車
の
通
る
道
は
国
な
ど

が
整
備
し
て
い
る
。
そ
こ

で
鉄
道
線
路
を
国
道
に
し

て
、
維
持
管
理
は
国
が
面

倒
を
見
れ
ば
地
方
の
負
担

は
少
な
い
。
鉄
道
が
便
利

に
な
れ
ば
、
車
か
ら
鉄
道

に
利
用
者
が
移
る
。
離
島

へ
の
フ
ェ
リ
ー
も
国
道
と

す
れ
ば
、
宅
急
便
も
手
紙

と
同
じ
に
全
国
一
律
料
金

で
配
送
で
き
る
。

都
市
の
過
密
、
地
方
の

過
疎
。
一
挙
に
解
決
す
る

の
で
は
？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

地 方 の 過 疎 対 策 は 鉄 道 線 路 を 国 道 に


